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研究成果の概要（和文）：　主な研究成果は２つある。１つは、分析枠組みとして、イノベーション・システム
論とグローバル・バリュー・チェーン（GVC）研究の融合を試みたことである。ミャンマーの伝統産業の今後の
発展の可能性は、如何にGVCに参入し、また、その中で活路を見出すのかにかかっている。従って、本研究の遂
行には２つの理論の融合が必要であった。
２つ目は、地方に点在するミャンマーの伝統産業がGVCに入り、成長する手段として、国際ツーリズムが有効で
あることを見出したことである。‘フォーマル’な輸出に代わり、国際ツーリズムが如何にGVCへの参入とその
後の産業の成長に寄与し得るのか、本研究はそのメカニズムを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　This study mainly achieved two things.  First, it integrated the theory of
 systems of innovation with the studies of Global Value Chains (GVCs) to construct an analytical 
framework.  The introduction of the latter into this research was important in particular because 
even traditional and indigenous industries cannot survive without utilizing the force of 
globalization.  
　Second, this study found that ‘international tourism’ could play an important role in inviting 
Myanmar traditional and indigenous industries into GVCs and vitalizing them.  In other words, ‘
international tourism’ was found to become an alternative to ‘conventional exports’ to sustain 
and development those industries. 
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１．研究開始当初の背景 
 
筆者は、平成 24年度から平成 25年度まで、
「ミャンマー経済の発展可能性と今後の課
題―イノベーション・システム論からの考
察」と題した科学研究費助成事業を行った。
その成果の一つが、ミャンマーの今後の経済
発展には、伝統的知識・技術を基盤とする産
業の役割が大きいのではないか、ということ
を見出したことである。 
 
 東南アジアの経済発展はどちらかという
と、これまで、対外直接投資と輸出の好循環
（FDI-TRADE NEXUS）によって達成されてき
たという見方が強い。また、東南アジアにお
ける地場産業の役割を指摘してきた調査研
究においても、その研究対象となったのは、
当初より輸入技術に依存してきた地場産業
である。更に、その主な担い手は、財閥等を
形成してきた大規模な地場企業家である。 
 
しかるに、ミャンマーには、最大勢力を誇
るビルマ族だけでなく、多くの民族が、外来
ではない、伝統的な知識や技術を基盤とした
産業を維持し、今日まで至っているケースが
数多く見られる。また、その産業の主な担い
手は、外国の資本家ではなく、地場企業であ
り、しかも、比較的規模の小さな地場の企業
家である。 
 
2011 年から本格的に世界経済への統合が
始まったミャンマーにおいて、これら零細・
地場企業は維持・発展できるのか、それとも、
外国資本または他の産業に圧倒されてしま
うのか、それが、本研究を行うようになった
背景である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、以下の３つのことを研究期間
内（平成 27 年度から平成 29 年度）で明らか
にすることを目的として行われた。第１に、
ミャンマーの伝統的知識・技術を基盤とする
産業の特徴と今後の発展可能性を明らかに
する。第２に、その発展プロセスにおける地
場企業家の役割を明らかにする。最後に、そ
のミャンマーの伝統的知識・産業発展の普遍
性の有無について吟味を加えることである。 
 
３．研究の方法 
 
理論的枠組みとしては、イノベーション・
システム論、及び、グローバル・バリュー・
チェーン（GVC）研究のこれまでの成果を用
いた。 
 
 また、平成 27 年度は主に、ビルマ族によ
る伝統的知識・技術を基盤とする産業の代表
例として、漆器産業（伝統工芸品）とコーヒ
ー産業（農業及びその関連産業）について、

現地を訪問し、アンケート調査・インタビュ
ー調査を行い、調査研究を行った。 
 
平成 28 年度は、主に、シャン州の伝統的
知識・技術を基盤とする産業の代表例として
手織物産業（伝統工芸品）、及び、コーヒー
産業（農業及びその関連産業）について、現
地を訪問し、アンケート調査・インタビュー
調査を行い、調査研究を行った。 
 
平成 29年度は、ビルマ族主体の漆器産業、
及び、シャン州インレー湖畔の手織物産業に
ついて、再度調査を行い、平成 27 年度、28
年度の調査では足りなかった部分を補った。 
 
４．研究成果 

 

研究の成果としては、以下の４つが得られ

た。 

(1) イノベーション・システム論とグロー
バル・バリュー・チェーン（GVC）研究の融
合 
 
理論的枠組みとしては、当初、イノベーシ
ョン・システム論の応用を考えていた。しか
し、同理論は内発的発展については説明力が
あっても、グローバルな視点が欠けており、
急速にグローバル化が押し寄せるミャンマ
ーの伝統的知識・産業の今後の発展の可能性
を探るには不十分であることがわかった。 
 
 一方、21 世紀に入り、途上国もグローバル
化の波を無視できなくなり、開発研究の中で
も、グローバルな視点を取り入れた研究が進
展した。その１つが、グローバル・バリュー・
チェーン（GVC）研究である。GVC 研究はグロ
ーバルな視点を取り入れた途上国研究であ
ることは評価できるものの、途上国の発展メ
カニズムそのものについてはあまり詳しく
ない。 
 
よって、本研究は、この２つの異なる開発
研究の流れを１つに融合する必要性を説き、
その試みを行った。 
 
（２）ミャンマーの伝統的知識・技術を基盤
とする産業の特徴と今後の発展可能性の検
証 
 
①バガン及びバガン近郊の漆器産業、及び、
シャン州インレー湖畔の手織物産業   
 
ミャンマーには、潜在的には非常に多くの
伝統的知識・技術を基盤とする産業が存在す
るが、その代表例として２つの上記産業の調
査研究を行った。２つの産業には、民族を超
えて、非常に多くの共通点を見出した。 
 
・2011 年以降、成長が著しい。しかも、その



発展は、地域を超えて進行している。 
・発展の直接的契機は、2011 年以降、ミャン
マーが対外的開放政策を行い、外国人観光客
を通じて、これら産業が GVCs への参入を果
たしたことである。観光客が増えた事で、た
だ単に、需要が増えるだけではなく、a)製品
の差別化（product upgrading）、b)製造プロ
セスの高度化(process upgrading)のみなら
ず、c)製品開発能力やマーケティング能力を
磨き自ら新たな顧客を開拓するという、GVC
研 究 が 主 張す ると ころ の Functional 
upgrading も興ってきている。今後の発展の
可能性は極めて大きいと考えられる。 
 
・しかし、これら産業は外発的力によっての
み成長しているわけではないことも明らか
となった。長い年月をかけて、まずは国内の
需要を満たすべく、内発的発展も遂げてきた
からである。 内発的発展の中で、独自の技
術やノウハウの蓄積、又は、改良が行われて 
きた。また、不完全ながらも、それら産業独
自のイノベーション・システムも構築されて
きた。 
 
・つまり、内発的、外発的両者の力がうまく
かみ合った時に、産業の長期の発展可能性が
高くなることが明らかとなった。 
 

②ミャンマーのコーヒー産業 

一方、ミャンマーのコーヒー産業には、現
時点では、飛躍的に成長する可能性は見出さ
れなかった。その理由は、長年、独自の R&D
を通して有機栽培でコーヒーを生産し加工
をする技術・ノウハウは蓄積してきたものの、
競争が厳しい世界市場の中においてはまだ
製品が十分に差別化されるに至ってはおら
ず、GVCs の中に入り込めていないからである。 
 
内発的発展能力は高くとも、GVCs の中にう
まく入り込めなければ、グローバル経済下で
飛躍的に発展していく可能性は少ないこと
が明らかとなった。 
 
（3）地場企業家の役割 
伝統的知識や技術を基盤とする産業は、そ
れぞれの国や地域の独自の価値観、文化や社
会の在り方に大きく左右される。したがって、
地場企業家の果たす役割は極めて大きいこ
とが当初から予想された。 
 
実際、これら産業に外国資本が入り込んで
いる事例は極めて少ないという結果であっ
た。地場企業家が GVCs のガバナンスの頂点
に立ち、イノベーションを主導できるかどう
かが発展の鍵になることもまた明らかとな
った。 
 
（４）ミャンマーの事例の普遍性 
筆者は別の科学研究費助成事業で、アフリ
カ諸国についての研究も行っているが、アフ

リカではミャンマーと異なり、農業は別とし
ても、伝統的知識や技術を基盤とした産業が
極めて少ない。その点ではミャンマーの事例
は普遍的というよりも特殊的であると言え
るのかもしれない。 
 
しかし、アフリカで何故、そのような産業
がそもそも形成されて来なかったのか、とい
う理由を考えてみると、また異なった結論が
導出される可能性もある。小規模農業は別と
して、アフリカは多くの産業が外国資本や外
国企業家に牛耳られて来た歴史がある。それ
故、地場企業家が育ってはおらず、その結果、
アフリカでは伝統的知識や技術を基盤とす
る産業が育ちにくい環境であったと言える
可能性もある。もしそうであれば、ミャンマ
ーの事例は非常に普遍性が高くなると言え
る。 
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